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31号(1976 ) 

人間

地学こぼれ話側

雨〈溜.7，1974)余談(2)

島糸の :自然保全と土地利用(地学散歩口、参照〕

1974年 7月7日、静岡県下の各地は、台風の影響による

地の豪雨地帯では、山崩れや洪水〈主として広域の浸水〕による

である O

小川賢之輔*

に原襲われた O そのために県下各

が続発した O いわゆる「七夕豪雨J

はあったが、問題の富士山 f大沢崩れ Jについては、鹿山丘陵を横断し

士山に関口する f星山放水路 Jが完成していたために、満井JIIの下流域、ことに出子浦港などでの

を、まぬがれる事ができた O しかしながら、七夕豪雨は、地学的に興味深い現象を残していったの

で、その中から 1---2の話題を拾ってみることにした。この文は、その 2として取り上げたものである

〈静岡地学第 30号参照)0 

の白糸の滝は、芝JIIの分流に懸る滝を主濠とし、乱流する芝JIIの形成したJII中島をはさん

で、東側の芝)11本流に懸る音心めの滝と相対して存在している。富士の白雪が朝誌に解け、溶岩伏流水

となって、谷底から約25mの断躍を形成している古富士泥流とこれを覆う新富士火山搭岩流との境界面
なにがし

から落ちている景観は、あたかも某姫が、真っ白な去すだれの糸を、何 10条も額約 120mの患に懸け

たように思わせるものがある O 富士山頂の白雪と、溶岩伏流と、目前の懸崖に躍る飛濃が一連のイメー

ジになっている、それが向糸の滝である O

七夕豪雨によって、向糸の滝も被害を被り、かつての主謀(地学散歩 11、表紙裳関 lのB2 )と副濃

(向図のA)の落口の一部が崩壊した。そのために割譲Aの水面が約50cm低下し、主譲B2の落口は、

水面より約50cm高い位置になってしまったO ちょっとした潤)11の争奪であり、七夕異変の一幕である O

私は、この滝の復元の可能性を縫かめる自的で、津産弘逮博士(1968 )の五万分のー富士火山地質圏、

同説明書にもとづいて、付近の地質調査を行なったO

自糸滝罵辺の地震(表紙薬園 1、及び 19ページ国 2参照)

白糸の滝の周辺には、古富士泥流が広く分布して基盤を形成し、これを覆って新富士火山の各種漆岩

流が分布している。付近に分布する新富士火山の溶岩流は、下位より 11展に、北山溶岩流瑠、白糸溶岩流

1， H，彊，横手沢溶岩流麗となっている。調査域の北東部では、これらの岩震を覆って、富士山麓の

各地に特徴的に分布する、扇状地堆讃物が広がっている O また白糸の滝の主濃の直下、猪之窪沢の河床

および左右の湾岸に辻、これも富士山麓に特徴的な、湖床型堆積物が分布している O また各地域には、

*富士市
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侵食@運講をからまぬがれて、火山灰麗(ローム〕・スコリア層・砂層などの堆積物が分布している O

① 古富士泥流: 白糸の滝西方の台地に分布し、これより南と北に向かつて広く分布している O

は合輝石カンラン石玄武岩を主とする、各種の玄武岩質角レキを多く含む集塊岩ないし凝灰角レキ

質泥流である O この泥流は富士山西麓に広く分布する古富士泥流と一連のもので、芝)1Iの授食谷の
かんだな

谷底に露出し、白糸の滝川・音止めの滝(2)・牛淵の滝(4)・朴の木淵の滝(5)・神棚淵の滝(8)では造濃と

要な関係をもっている(図 2) 0 また横手沢部議および西富士中学校付近にも分布しているO なお

士泥流は、富士山周辺の水理学上最も重要な不透水層である O

@ 北山溶岩流瑠: この付近に分布する新富士火山の溶岩流のうち、最下部に横たわる溶岩流であ

るO 露頭は猪之窪沢の合流点に近い、富士宮有料道路の、新大沢橋の左岸付近から上流に向かつて谷底

に狭長に分布している O 岩質は含輝石カンラン石玄武岩で暗灰色を皇し、斜長石は粒箆 3u内外の、大

きさのそろった粒状のものであるが、全体として斑品は少ない。

@ 白糸溶岩流1: 白糸漆岩流グループの下部溶岩流で、国 2( 19ページ〉の(1)・ (3)• (4)の

を形成している O 溶岩流は 4愚から形成されていて、最下部の鰐 1麗は、白糸の滝主擦の落下口に小露

出して造濃躍を形成している O 岩質は合輝石カンラン石玄武岩でチョコレート色を塁し、多孔質である O

斜長石は長柱状が主で、粒径5繍以下のものが多く含まれ、過斑品質である O 第2騒は、第 1層を悦っ

て白糸の滝の落下口付近以高に分布している O 岩質は第 1層とほぼ同質で、褐灰色を皐し、輝石の斑品

は粒径7概内外以下、斜長石は柱状が主で、粒径 7概程度以下のものを多く含んでいる O 第 1層および、

ことに第 2層は柱状節理がよく発達している O 第3麗は、真奈井湧水池付近では第2層、第 4窟に挟ま

り、猪之窪沢の新大橋直下では北山溶岩流溜に接して、小露出している O 岩質は合輝石カンラ γ石玄武

で、黒j火色を塁し、組粒の輝石をパラパラ含む。斜長石は、粒箆2概以下の柱状のものが主で、

に斑品が多い。この溶岩は北西e阪の地点、猪之頭の五斗呂木沢右岸にも、津麗博士の猪之頭溶岩流宜

の分布域に小露出している O 欝4麗は、真:奈井の北壁頂部から、滝本橋の上流(3)を経て、牛淵の滝の造

を形成して広く分布している O 岩質は含輝石カンラ γ石玄武岩で、黒灰色を塁し、粗粒の輝石をバ

ラパラ含み、斜長石は粒径 2捌以下の粒状・不規則状・柱状のものよりなるが、全体に斑晶の少ない石

基のや L多い岩石である O

④ 白糸諮岩流五: 白糸漆岩流グループの中部溶岩流で、図 2の(2)の昔止めの滝の造濃層を形成し、

滝の周辺から芝)11に沿って地点在1)付近まで連続して露出し、滝本橋下流左岸・曽我兄弟の隠れ岩付近に

も露頭がある。岩質は粗しような含輝石カンラン石玄武岩で、黒灰色を塁し、少量の輝石と、粒径 5概

以下の粒状および柱状の

@ 白糸溶岩流誼: 白糸

ている O iま カ γラ

を非常に多く含む。

グループの上部溶岩流で、白糸の滝の東方の台上に溶岩原を形成し

で、暗E民生を呈し、少量の輝石と、粒径 10腕以下の板状の斜長

⑥ 横手沢溶岩流盟: 白糸の滝の北部、模手沢部落を中心に、高原状の低平な溶岩原を形成して、

南北性の分布を示している。この溶岩流は朴の木淵の滝(5)と神概淵の滝(8)の造濃層を形成している。

質はカ γラγ石玄武岩で、黒灰色を皐し、ほとんど無斑品質であるが、ごくまれに粒径数搬の斜長石を

の考委い想記である。この岩石は津屋博士の務之顕溶岩流涯に酷似し、富士市域の曽比奈搭岩流
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I にも している O 私は、 などから、この 3 による の と

えている O

がも を占めて分布している O

山砂層などが‘数10cm

く‘ しばしlま

では、植物化石のほか

の南一酉麓各地域には‘

この壌指物は一般に水平に増壊し事ラピリ交り火山

の}皐さで互題している O また極めて分級がよし ¥0 シノレト

植物破片・様物化石などを含んでいる O 安警官士中常校ゴヒイ員11の

に、クロートピナを認めた O また同校北東の的橋付近の下流では、この躍の上に

泥流が重なっているのを確めた。またこの付近に分和する湖

積後地盤が傾斜したことを暗示しているものと考えられる O

③ 

傾斜し、

の北方に、広く って分

している O またこの布しているO ⑦で述べた的檎の下流には，この培指物が‘右岸の

は、富士のジャリマサとしてよく知られている地躍である O

@ 火山灰屠(いわゆるローム層) : 調査地域ではー白糸の

の近くに

400m付近の，

から

を覆って

37 cm ) • 

している O 向 Junu--

日
訪
ハ

F
4
2
2
9
 

民 地

4 cm ) .. 7'""8mm 

色火山灰質粗粒砂層(層厚 42αn•粒経平均 2 繍以下、 lcm程度のものも含む) ・クラ

ック入り黒土層(上部より下部へ、 20cmの赤色風化スコジア交りの層、 10 cmの赤色風化スコリアがパ

ラパラ交る層:以上軟質のユカスマサのタイプ、 23cm厚の黒土層〉・クラック入り漸移帯(層厚 20cm ) 

・いわゆる掲色ローム層(上部にクラックあり、;謹厚約 2m )・古富士泥流となっている O

自糸の滝罰辺の氷寝

① 古護士泥流上の化石谷: この付近 の溶岩伏流 るとすれば‘地下水は不透水層

である古富士泥流麗に刻まれた化石谷もおよび類似の地形に沿って流下するはずであるし.これらの断

面@露頭には，相当量の湧水があるはずである O 古富士泥流上の化石谷の一つは.由富士中学校付i斤の

(13)とき横手沢部落付近の吉富土泥流の露頭との間にあって，地形の上からを芝}11に沿って南下してい

るものと推r祭される O ことに白糸の滝の主獲の位置には、第 2閣に恭したように化石谷の中心部が存在

する O しかしながら、この位置から溶岩伏流はほとんど湧出していない。また白糸諮岩流 1. IIの

と、おびただしい溶岩伏流の湧出(1.45t/秒)とから、猪之窪沢には相当量の伏流の湧水がなくては

ならないのに、湧水は皆無である。

② 白糸の滝付近の湧水: 湧水量は.白糸の滝の主濃の東側 で‘ の を南に遠ざ

かるに従って次第に減少して，約 100mの地点以南では消滅している O 滝より上流では.左岸に多量の

湧水があり.更に上流左岸(図 2の(3))に存在する湧水域から上流に向かつてさかのぼると、湧水は次

第に衰滅して、約50m上流で終っている O 右岸では、滝に近い真奈井にわずかの湧水をみるが、これよ

り上流右岸では、ほとんど湧水をみることができない。

芝J11本流の音止めの滝付近も‘古富士泥流の化石谷類似の地形の中であるのに、伏流は問題にならない

程少ない。
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③ 水温測定 1975年 5月 14日(晴)に水温を測定l〆たo その結果は

芝)11の流水: 音止めの滝上流(権現橋の 50悦上流) ……………………… 14.5 t: 

自糸の滝務日付近………………………………………………… 14.5t: 

白糸の滝の樟帝…………………………………………………… 14.5t: 

伏 流: 真奈井の湧水(白糸の滝の落口より 30m上流右岸)………… 14.0t: 

白糸の滝(主爆に近い地点)…………………………………… 14.5t: 

白糸の滝(中間地点)…………………………………………… 14.5t: 

白糸の滝(主爆より最も離れた地点)………………………… 14.5t: 

の水源池……………………………………………………………… 11.0t:
わく

押社の湧玉の池………………………………………………………… 14.0t: 

であったO すなわち.白糸の滝に比較的近く魯富士山の溶岩伏流として疑う予地のない猪之頭水源地

の水温と比較すると‘極めて高温であり，芝)11の流水と白糸の滝の伏流を比較するとパ 1ずれも 14.5 t: 

と両者の間に善がみられない。

④ 白糸の滝の伏流湧出量の変化: どのような方法で測定したか明らかでないが‘白糸の滝の伏流

は， 1.45t/秒とされている O しかしながら‘

滝の伏流の湧水量は常に変化し魯山頂からは年を

(11)の

に鴻出すると

に示されたように‘ 白糸の

れる、伏流水の平均化が全

くみられなL、。ま の変化についても‘地下水の流路の断 に規制されるので‘激変すること

はな l.t'o

③ 白糸の滝の伏流は 2 るO そのうち上部の白糸溶岩流 Iの‘第 1J警と第 2層の境界面の湧

出量が庄倒的に多く，これに次 と白糸溶岩流 Iの第 1J曹との境界面からの湧出量は‘あま

り多くなし'10

以上の事実から‘白糸の滝付近の溶伏岩流水は、富士山頂からのいわゆる溶岩伏流ではないことが明ら

かになったO すなわち白糸の滝付近の溶岩伏流はも芝JII本流のも地点(11)付近から権現横付近間の‘白

糸搭岩流1Iに、発達している柱状節理の間際や、岩間の割れ目などから侵入した芝JIIの流水が、伏流水

となったものと推察される O また、この伏流水の流向は、

制されているのであろう O

自糸のj竃簡迎の地形(図 2

の在富士泥流の形成する地下の地形に規

白糸の滝の付近で魯地形学上特記すべき は‘滝と峡谷と芝JIIの乱流である O

白糸七滝: 七滝というと‘どこかで開いたような名称だが‘一般には白糸の滝と音止めの滝の

ほかは知る人も少ない。これらのうち‘滝の落差 20m内外のものは白糸の滝(1)‘牛淵の滝(4)，朴の木rJ#l

の樹{5J. 神搬の滝(8)で‘落差 25m内外のものは音止めの滝(2)毛 (3)と(7)は 3rtも内外， (11)は4悦内外であるO

また‘ (3)と(6)は帯時水流を欠くかーあるいは極めて乏しいので‘七滝から除いてある。従ってすべての

を挙げれば九滝ということになる O

(4)と(5)はや L

少ない lま

にラしいが‘いずれも立派な

である O

をもち

-18 -
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白糸の滝(1)の構造は、地学散歩11の関 2に模式的に示してある。 の は、弱い柱状節理を

示す、白糸搭岩流 I第 1層で、造爆層としてはや L崩壊しやすい(騎厚 2.5m ) 0 

で、主環の位置には古富士泥流(麿厚8悦:下限不詳)の化石谷と、これを埋める二次泥流層(層厚2.5

m )とその二次化石谷、さらにこれを樫める火山砂・シノレト費砂層が水平に

( J翠厚7.5m'-""この地層は既に述べた通り、猪之鑓沢の河床に分布する、湖沼型堆積層に連続する)が

あり、後食に対する強度の相違によって滝が形成されている O 閤 lの l・2・3・4は、それぞれの岩

の境界面である O

めの滝(2)は‘芝JII本流に懸っているの

していないので‘

ある O

牛淵の滝(4)

盟で，

ある O

lま

としては劣るようである O

Iの第4躍で‘

神棚淵の滝(8) も

であり‘男性的であるが魯溶岩伏流による滝

立で. で

朴の木淵(5) は横手沢溶

流盟で、 は同様に 流で

これらの滝は‘白糸の滝(引を~iJとして，いずれも溶岩伏流の湧出を見ない。

② 峡谷: 挟谷は‘自糸の滝(1)と音止めの滝(2)の滝壷から‘下流約 2kmにわたって発達している。

この付近のJlI幅は一般に広くき合流点より下流には幅 200mをこえる部分もある O 谷壁の高さは20mな

いし 25悦で¥垂直に切り立った躍になっている。また峡谷の発達する地域は.すべて古富士泥流の分布

域である O すなわち流れに沿って分布する岩層が間質であること.古富士泥流が集塊岩質であること，

増水時に各種のレキが大量に流出し毛 したこと，滝の によって魯

が連続的に後退したことなどがー主な原悶となっているものと推察される。

③ 芝)11の乱流: 芝JIlは、図 2の北西鶴から南東隅に向かつて流れているが、流路は突に援雑で、

いくつかの特殊な河川地形を形成している O まず (10)の地点で分流し.その校流は白糸の滝を形成しなが

ら‘滝の下流 550r;もの地点で再び芝JfI本流に合流して第 1のJfI中島を形成しているO 次ぎに猪之窪沢の

合流点 (9)で分流しーその校流は牛淵の滝を形成しながら， (3)の地点で前者の枝流に合流して，第 2のJII

中島を形成している。更に横手沢部落語西の (6)の地点で合流し，その枝流は朴の木淵の滝を形成しなが

ら‘ (4)の地点で前者の枝流に合流して.第 8のJII中島を形成している O これら 3自の分流と 3回の合流

によって形成されたJII中島は‘北部一南東に‘グサリを連ねたように位置している O このようにして形

成された乱流は，あたかも手の平を横に向けたような流路(横手沢)をとっている O

‘河JIIが自然、の営力で分流するときは，極めて不安定な状態にあるのでーそのために河)1I 

がおこなわれて魯比較的短期間に争奪われた河川は死滅してしまう O それがも自然の法則である。しか

しながらこの地域の(6)一(4).. (9)一(4)ー (3).. (時一(3)の各分流は‘いずれも分流地点で自然流水を全く見な

いのに事)1Iは完全に生きている O すなわち鉢止河川で魯地形学的に極めて注目すべき，貴重な河川地形

である。この現象はも一つにはこれらの各分流が‘増水持には自然の放水路の役割りを果していること

である O またそれはも分流の成因と密接な関係がある O

まず(10)の地点の分流は寄白糸溶岩流互の形成した

ているために形成されたものであるけ9)の地点の分流は亀
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の谷地形が， (10)の地点から南へ向かつて聞い

れ沢である猪之鶴沢がも出水時に芝)1I 



の合流点(9)で，芝)11を突破って流下するために形成されたもので‘日本でもほとんど知られていない‘

めて稀な河J11地形象十字河流で、ある。 (6)の地点の分流は‘芝)11の侵食によって亀河床がほぼ現在のレ

ベノレに下った際魯存在した損手沢諮岩流麗の溶岩に妨げられて形成されたものであるがき現在は河川レ

キが堆積して‘分流点の荷床がわずかに高まったので‘かろうじて芝}11は本流の面自を保っているo (6) 

の地点の分流は T字河流であるO

壌探金への

出糸の滝の主、濃の復元: 諜布の務下口は、河流の によって次第に上流側に向かつて後退してゆ

き、ついには魚、濡になり、やがては消滅するように運命づけられている O 一般に滝の多くは、活濃!替の

形成や、相対的な海面低下を反映する河川の回春によって発生し、次第に侵食により後退しながら

したものとする推論は、地形学上の基礎的な一つの解釈である O ここに「白糸の滝の七

雨による被害は、自然、の現象の一過程であって、岳然のままに放罷すべきだ。 Jとする考え方が、一応納

できる O こうした考え方が最近流行の消犠的な環境保全(? )論との混交論の形で、専門的な科学的根

拠の外で論議されている O またこれに反し、後世に残すべき(子孫、のために〕自然現象、景観は、でき

るならそのまま残しておきたいという、博物館的な考え方もまた、絶対的には否定し難い。この考え方

は、自然の現象に逆らって、富士山の放射谷の大沢の崩壊を防止しようとする主張と、本質的に著しく

なるものとは考えられない。

七夕豪雨の前後の、白糸の滝の を比較すれば、感覚的には以前の方がよいことは誰にもよくわか

るものと思う O ところが、滝の復元について、別に、一般に根強い危俣があるようである O すなわちそ

れらの危慎を抱く人々の主張は、 f復元することによって、新たな崩壊が発生すると国るoJ というこ

とである O このことは、自然破壊につながるという危慎と、責任を関われては因るという 2点に分析さ

れる O これは正に杷憂であって、滝の後元の如何にかかわらず、造濃麗の白糸溶岩流 Iの第 1層の状態

には、なんら基本的な変化はない。むしろ今後必要なことは芝)11乱流の性格から、各分流点に水門を設

るなど、増水時の の規制を実施すべきである O

その他自糸の滝周辺の自然環境の保全とー殻への紹介については以下の様な事柄を提案したいと思う O

O白糸七海巡り自然遊歩道の設置: まず七滝に回避自然歩道を開いて、すばらしい景勝探索のため

の手段を るべきである O

O芝)11乱流による河川の

を構ずるべきである O

、T字河流、十字河流、侵食による咲谷については、紹介と自然保全の
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